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凄
井
尚
夫
≡
小
し
い

０
ど
う
一

一
九
即
七
年
笛
山
県
生
ま
れ
　
工
業
テ
サ
イ
ナ
ー
（Ｏ
Ａ
機

器

家
電

字
宙
開
発
施
設
な
ど
の
テ
す
イ
ン
を
手
が
け
る
一、

歴
史
関
連
の
仕
事
と
し
て

地
方
自
治
体
の
市
史

町
史
編

韓

統
国
城
郭
の
発
堀

整
備
指
導
　
歴
史
板
送
番
組
制
作

主
な
書
■
に
「中
世
の
城
と
合
戦
―
復
元
イ
ラ
ス
ト
■
フ
ィ
ー

ル
ト
ワ
ー
ク
　
関
，
原
合
戦
■
と
も
に
朝
日
新
聞
社
ニ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
餓
国
の
城
■
河
出
書
房
新
社
｝
な
ど
が
あ
る
．

座
応
円
午

（　
人
六
人
）
一
月

，日
に
始
ま

つ
た
ヽ
羽
代
兄
の
技
い
は

数
に
勝
る
松
川
軍

は
ま
と
ま
り
が
な
く

次
４
と
敗
送
す
る
。
こ

の
い
の
徳
川
■
の
本
い
は
、
大
坂
班

で
あ

っ

た
．

月
六
日
、
徳
川
年
で
歳
意
に
盛
な
会
津

落
や
新
選
組
は
　
新
政
府
軍
の
大
坂
平
野
進

山
を
、
山
崎
の
陰
路
で
岨
止
し
よ
う
と
、
降
略

の
高
の
久
修
同
院
を
足
場
に
い
を
構
え
た
し

久
修
国
院
の
高
西
に
は
た
川
の
防
架
の
た

め
の
　
上
単
と
水
堀
で
州
ま
れ
た
楠
葉
砲
■
が

あ
っ
た
ぅ
だ
が
柏
英
砲
台
は
大
抜
方
面
が
正
面

だ
っ
た
の
で
　
新
政
府
軍
に
は
後
ろ
向
き
に
な

る
．
し
か
し

番
所
や
火
率
度
が
あ
り

後
方

略
担
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。

六
日
の
昼
近
く
に
な
り
車
作
が
勃
発
す
る
。

た
川
の
対
岸
の
　
高
浜
砲
台
を
守
備
し
て
い
た

徳
川
側
の
津
藩
（藤
堂
家
）
が
店
返
っ
た
の
で
あ

る
．
高
浜
砲
台
に
新
政
府
車
が
入
，
こ
み
　
備

砲
で
柿
業
砲
台
を
砲
撃
し
は
じ
め
た
。

梅
茶
砲
冷
も
黙
っ
て
お
ら
す
、
橋
本
砲
台
に

山
け
発
砲
す
る
．
こ
こ
に
砲
撃
載
が
開
始
さ
れ

た
が
、
こ
れ
が
徳
川
キ
最
後
の
な
れ
だ
っ
た
ｃ

徳
川
草
は
、
稲
英
砲
合
の
弾
業
を
使
い
尽
く
し

て
粧
収
す
る
。
以
後

徳
川
軍
と
し
て
較
う
こ

と
は
な
か
っ
た
．

あ
古
が
天
下
を
取
っ
た
山
崎
介
戦
か
ら
一

人
大
年
日
、
ま
た
天
工
山
の
麓
で
新
た
な
天

下
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
．　
　
　
　
　
　
　
０



o天 =山  標 薄 と山城の境の

山。この山の南東麓(画では右

下)が山崎の信。

0京 都鴛地

o男 山 石 清水八幅が建立され

ている。男山と天王山との間の

平地は1300mし かなく 南 北

O告騒欝ftt rド1革す

前 社 国時代にもこのほ路は __
戦母になっている。点羽伏見の

戦いでは 新政府軍じ 陰路と

ともに男山を越えてjI津に進攻

して, るヽ。

o矢 停田残 天 平期から存在し

てぃる古剰.鳥 羽伏見の強い              っ 4

では「嵌告雰織遺」務     t‐
ヤギ｀

ま齢 !L晏基ξ母  ぃ ぃこちぴ麟撼言r‰淋儀軍 _ムtVい こ
事|イ|し|「IT       い

病ぷぞ怠鱗験罫推 ―■畔T_二▲ ■ |
1糖ピ聾謡鑓 rかごf

|‐  ヽ

°
霧欝:轟せ耳
o宿 責砲含め砲摩 精 葉砲合に

は三箇所に砲座が造られてぃ

た。

o柏 素関円の番所 元 治2年に

砲台とセットで新試 された関

所。大坂方面から京都に入る

通行大を吟味した。

o六 壊と京毎を構本奇主

0福 強四門の正月

●火環申 淀 川の軍ほとの砲磯

を想定 し 火幕庫は川から遠

い位置に置かれた。

口水呂 砲 台の正面の水堀は幅

が広い力【背面の京都側の水堀

の幅は撫 、

o里 ■の高段 砲 合の東には丘

が追ってあり 理 壁の東選のみ

市く遺られていた。

|二 |

徳川軍が拠点とした久儀

口虚 (左の寺院)と その背

後は注川の対岸の天王山.

構輩砲台の現状。現在は

水口と住宅地になってい

るゃ一部の道路は当時の

道路と重なる部分もある

な 明確な追幡はない。高

浜砲合は河 ‖政となり こ

こは全く演跡を残さない。

稿率砲合は 橋本砲台と

も呼ばれた。

■
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